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外国語活動

１ 系統性のある指導計画の作成

○ 小・中学校の連携や同一中学校区内の小学校間の連携を図り、小学校修了時の子どもの具体
的な姿から各学年の目標を適切に定め、その達成に向けた系統性のある指導計画を作成する。

○ 実施上の課題等の把握や指導計画の作成は、全職員の共通理解の基、学校全体で取り組むと
ともに校内研修の充実を図る。特に、移行措置に係る学習内容に不備が生じないよう留意する。

２ コミュニケーションを図る素地となる資質・能力の育成

◎ 単元の最終段階での目指す子どもの姿を明確にしながら単元を構想するとともに、目標を子
どもと共有することで、見通しをもって主体的に学習に取り組めるようにする。 ＊１
◎ 子どもの興味・関心を考慮し、各教科等の学習内容と関連付けを図りながら学習課題を設定
するとともに、目的・場面・状況を明確にした上で活動に取り組めるよう配慮する。 ＊２
○ 外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむ活動と、身に付けた知識・技能を活用し思考・判
断しながら表現するような活動のバランスに配慮した授業を構想する。

３ 指導と評価の一体化

◎ 授業や単元の終末において、互いのよさについて認め合う場を設定するとともに、授業や単
元の導入時との比較を基にした見取りを充実させ、変容や成長について称賛する。 ＊３

○ 子どもから「もっとやってみたいこと」「もっと知りたいこと」を引き出し、次の単元や学年、
中学校での学習に向けた意欲付けを図る。

外国語活動の授業の充実のために（単元を見通した授業づくりの例）
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今日から新しい単元に入ります。単元の最後

には、「何ができるか」をヒントにしたクイ

ズ大会をしますよ。

Hello everyone! I'm from Aichi.
I can run fast. I can play baseball very well.
Who am I?

?? 愛知県出身で、野球が上手にできる

人だから… イチロー選手かな？

Are…
Are you Ichiro?That's right!! I'm Ichiro.

Now I live in America.

This is one of your teachers.
He can cook curry and rice very well.
And he can swim very fast.
Who is he? ？

Who is he?That's right!! He is Mr. Takahashi.
He can ski well, too.

つぎは、みなさんの番です。友達に英語で質問して、

クイズのヒントになる情報をたくさん集めましょう。

Let's enjoy Quiz today!
Are you ready?

自分と相手以外の人についても上手にクイズにすることができま

したね。○○さんのクイズのヒント、とてもよかったですよ。

クイズ大会なら、前にもやったこ

とがあったけど、前とは何か違う

のかな？うまくできるかな？

This is a player.
She can play table tennis very well.
She is from Yamaguchi. Who is she?

ええっと…、男の子だから、

He を使うんだよな…
「○○出身」は

確か…

よし。たくさん質問するぞ！

Hello. Can you swim fast?
Can you play the piano?

わかった。高橋先生だ。

He... He is Mr. Takahashi ?

○○さんのヒントの出し方、上手だっ

たなぁ。僕ももっといろいろなことを

英語で言えるようになりたいな。

This is my friend. He can play
table tennis very well. He can cook

Who is he?

swim very fast? curry and rice?
Heだから、男の先生だよなぁ…

単元の導入では、教師がある人物になりきり、一人称

の表現でクイズを行うことで活動内容の理解を図る。

単元の終末では、heとshe、canを使う必然性のある活動を行う。


